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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

先
日
、
ニ
ュ

ー
ス
で
訃
報
が

流
れ
、
日
本
中

の
多
く
の
人
が

驚
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の

人
物
は
戦
後
の

プ
ロ
野
球
界
を

牽
引
し
て
き
た
長
嶋
茂
雄
氏
で
あ

る
▼
筆
者
の
世
代
で
も
、
現
役
引

退
後
で
、
監
督
（
２
回
目
）
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

現
役
時
代
の
プ
レ
ー
や
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
は
よ
く
テ
レ
ビ
で
も

目
に
し
た
。
所
属
し
て
い
た
球
団

を
応
援
し
て
い
る
人
で
も
そ
う
で

な
い
人
で
も
、
彼
の
人
柄
に
よ
り

多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
た
。
野
球
で

の
成
績
は
、
年
度
で
タ
イ
ト
ル
は

あ
る
が
、
歴
代
最
多
ホ
ー
ム
ラ
ン

等
の
記
録
保
持
者
と
か
で
は
な
い

も
の
の
、
記
録
よ
り
も
記
憶
に

残
っ
た
プ
レ
ー
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
一
つ
の
時
代

が
終
わ
っ
た
と
の
声
が
あ
り
、
確

か
に
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
た
新
た
な
ス
タ
ー
が
誕
生

し
て
時
代
を
牽
引
し
て
い
く
の
が

時
代
の
流
れ
だ
。
長
嶋
さ
ん
に
未

来
は
ど
う
か
と
聞
い
た
と
き
「
勝

つ
、
勝
つ
、
勝
〜
つ
」
と
発
言
が

あ
り
「
ん
〜
ど
う
で
し
ょ
う
？
」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「朝日とともに」
（撮影者　橋本暁寛：福岡分会）

「匠の一言」
　朝日に照らされながら薬剤散布が始まり
ます。

　

６
月
８
日
〜
９
日
、
2
0
2
5
森
林
労

連
中
央
行
動
が
東
京
都
：
林
野
会
館
外
で

開
催
さ
れ
、
全
国
の
地
方
か
ら
39
名
が
結

集
し
、
九
州
森
林
労
連
か
ら
９
名
（
直
加

盟
労
組
１
名
、
全
山
労
７
名
、
林
野
労
組

１
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
林
野
会
館
に
お
い
て
結

団
式
が
行
わ
れ
、
冒
頭
、
中
村
森
林

労
連
中
央
執
行
委
員
長
よ
り
、「
第

2
1
7
通
常
国
会
で
は
山
村
振
興
法

の
一
部
改
正
、
森
林
経
営
管
理
法
の

一
部
改
正
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

成
立
が
図
ら
れ
た
。
今
回
の
一
部
改

正
で
は
、
市
町
村
の
事
務
負
担
軽
減

と
し
て
成
立
が
課
さ
れ
た
が
、
任
務

担
当
職
員
の
確
保
、
育
成
、
そ
し
て

林
業
労
働
者
の
処
遇
改
善
等
の
課
題

は
、
何
ら
解
決
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
う
し
た
要
請
に
基
づ
き
、

先
日
、
小
泉
進
次
郎
農
林
水
産
大
臣

に
森
林
労
連
と
し
て
要
請
を
行
っ
て

き
た
。
森
林
経
営
管
理
法
の
一
部
改

正
で
は
、
衆
参
の
委
員
会
審
議
に
お

い
て
、
我
々
の
要
求
を
盛
り
込
ん
で

い
た
だ
い
た
附
帯
決
議
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
附
帯
決
議
と
委
員
会
審
議

に
お
け
る
政
府
答
弁
等
を
盾
に
し
て
、

明
日
の
林
野
庁
交
渉
の
中
で
も
、
積

極
的
に
対
策
を
求
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
組
織
強
化
に
係
る
未
組
織
林

業
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
、
森

林
労
連
と
し
て
も
積
極
的
に
組
織
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
の
組
織

状
況
は
4
，0
7
6
名
で
あ
る
。
こ

の
間
も
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
な
か
な
か
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
各
地
方
段
階

で
も
取
り
組
み
の
温
度
差
が
か
な
り

大
き
い
。
組
織
と
し
て
数
の
力
は
非

常
に
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
地

方
森
林
労
連
へ
の
お
願
い
と
し
て
地

域
の
林
業
事
業
体
へ
の
声
か
け
、
オ

ル
グ
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

オ
ル
グ
に
は
本
部
も
積
極
的
に
出
向

い
て
い
き
た
い
。
現
場
の
声
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
組
織
と
し
て
の
力
に

な
る
の
で
理
解
と
取
組
を
お
願
い
し

た
い
。
本
中
央
行
動
で
改
め
て
今
後

の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
お

願
い
す
る
。」
と
挨
拶
。
ま
た
、
来

賓
の
岸
真
紀
子
参
議
院
議
員
（
立
憲

民
主
党
）
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
、

鳴
川
森
林
労
連
書
記
長
よ
り
情
勢
と

課
題
の
提
起
が
あ
り
、
翌
日
の
交
渉

に
向
け
て
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

  

引
き
続
き
、
学
習
会
で
は
「
森
林

経
営
管
理
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
京
都
大
学
教
授
の
立

花　

敏
氏
（
林
政
審
会
長
）
よ
り
、

制
度
の
取
り
組
み
状
況
と
し
て
調
査

研
究
例
の
紹
介
や
森
林
経
営
管
理
法

改
正
に
よ
る
新
た
な
仕
組
み
、
そ
の

期
待
さ
れ
る
効
果
な
ど
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
、
林
野

庁
と
の
交
渉
を
行
い
、
冒
頭
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
に
対
し
要
請
書
を
手
交

し
、
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
交
渉
に
つ
い
て
は
、

①
林
業
に
お
け
る
労
働
行
政
、
②
林

業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
、
③
労
働
安
全
対
策
、
④
振
動

障
害
防
止
対
策
、
振
動
病
対
策
の
各

課
題
で
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
野
庁
交
渉
で
は
、
①
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
及
び
森
林
吸
収
源

対
策
の
推
進
等
に
係
る
予
算
確
保
、

②
森
林
環
境
譲
与
税
、
③
森
林
経
営

管
理
制
度
、
④
森
林
資
源
の
循
環
利

用
の
確
立
、
⑤
地
域
材
の
安
定
供
給

体
制
の
確
立
及
び
木
材
利
用
の
促
進
、

⑥
林
業
事
業
体
の
育
成
及
び
林
業
労

働
力
の
育
成
・
確
保
、
⑦
労
働
安
全

衛
生
対
策
の
確
立
、
⑧
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
係
る
森
林
・
林
業
の
再

生
、
⑨
公
的
森
林
整
備
の
拡
充
及
び

国
有
林
野
事
業
の
推
進
等
に
つ
い
て

の
各
課
題
で
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
方
の
課
題
と
し
て
、
九
州
直
加

盟
（
宮
崎
地
区
林
業
労
働
組
合
：
戸

梶
氏
）
よ
り
、
①
材
運
送
業
者
の
運

転
手
の
育
成
と
支
援
の
強
化
施
策
の

検
討
に
つ
い
て
、
②
入
札
制
度
の
地

元
事
業
体
が
優
先
的
に
受
注
で
き
る

発
注
方
式
の
見
直
し
と
事
業
体
育
成
、

将
来
の
森
林
整
備
に
繋
げ
て
い
く
た

め
の
対
策
に
つ
い
て
、
③
労
働
者
の

林
業
に
お
け
る
作
業
条
件
の
改
善
と

処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

④
主
伐
・
再
造
林
の
拡
大
に
伴
い
苗

当
面
の
行
動

７
月
５
日　

共
済
理
事
会
・
代
表
委

員
会
（
東
京
都
）

７
月
12
日
〜
13
日　

九
州
地
本
第
21

回
定
期
大
会

７
月
25
日　

全
国
代
表
者
会
議

７
月
26
日　

第
21
回
全
国
大
会

　
　
　
　
　
（
〜
27
日
）

７
月
27
日　

森
林
労
連
全
国
大
会

８
月
27
日　

林
活
議
連
九
州
連
絡
会

役
員
会
（
長
崎
市
）

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

「森林・林業における現場実態改善を求める」
諸課題解消に向け厚労省、林野庁交渉を実施

～2025森林労連中央行動～

中村委員長（左）より課題解決に向け要求書手交

木
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

確
実
な
再
造
林
に
向
け
た
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　

林
野
庁
か
ら
は
、「
①
川
上
〜
川

下
ま
で
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し

て
お
り
、
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
取
組
強
化
の
た
め

予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。
②
令
和

6
年
度
に
総
合
評
価
落
札
方
式
の
評

価
項
目
に
お
い
て
見
直
し
を
行
い
、

地
域
貢
献
項
目
に
つ
い
て
は
、
作
業

員
の
地
元
雇
用
や
地
域
の
民
有
林
管

理
へ
の
貢
献
等
を
評
価
す
る
こ
と
と

し
、
よ
り
地
域
の
事
業
体
が
評
価
さ

れ
や
す
い
方
式
と
し
た
。
今
後
も
、

意
見
等
を
踏
ま
え
地
域
林
業
の
振
興

と
地
域
の
事
業
体
育
成
に
努
め
て
い

く
。
③
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
事
業

体
に
お
け
る
雇
用
管
理
の
改
善
を
促

進
す
る
た
め
、
様
々
な
研
修
や
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

令
和
4
年
度
か
ら
は
、
緑
の
雇
用

担
い
手
確
保
支
援
事
業
等
に
お
い
て
、

一
定
以
上
の
賃
上
げ
を
行
っ
た
事
業

者
の
優
先
配
分
を
推
進
し
て
い
る
。

技
能
検
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
技
能

の
評
価
を
通
じ
て
従
事
者
へ
の
処
遇

改
善
に
繋
が
る
よ
う
業
界
団
体
に
よ

る
試
験
の
実
施
を
支
援
し
、
所
管
す

る
厚
労
省
と
連
携
し
て
受
験
勧
奨
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
④
主
伐
の
増
加

に
よ
り
、
森
林
の
有
す
る
多
目
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
再
造
林

を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
。
林
野

庁
と
し
て
支
援
、
研
修
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
一
層
推
進
し
て
い

く
。」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
解
団
式
を
行
い
、
鳴
川

森
林
労
連
書
記
長
よ
り
本
行
動
に
お

い
て
の
総
括
が
あ
り
、
中
村
森
林
労

連
中
央
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。 森林労連が一枚岩になる

  分会の取組強化をお願いします。

県選挙区 候補者 政党 県連合推薦

福　岡
野田　国義 立憲民主党 あり

川元　健一 国民民主党 あり

佐　賀 富永　明美 立憲民主党 あり

長　崎 深掘　　浩 国民民主党 あり

大　分 吉田　忠智 立憲民主党 あり

熊　本 鎌田　　聡 立憲民主党 あり

宮　崎 山内佳菜子 立憲民主党 あり

鹿児島 尾辻　朋実 無所属 支持

沖　縄 高良　沙哉 無所属 あり

比例区 候補者 政党 県連合推薦

全国比例区 小沢　雅仁 立憲民主党 あり

第27回参議院議員選挙推薦候補者一覧
 （九州地本）
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「熊南不動のセンター」
能塚　博康さん（熊本南部分会）

　

今
回
、
熊
本
南
部
分
会
か
ら
は

採
用
２
年
目
の
能
塚
博
康
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

能
塚
さ
ん
は
業
務
グ
ル
ー
プ
で

経
営
担
当
と
し
て
、
経
営
担
当
の

大
先
輩
方
に
囲
ま
れ
な
が
ら
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
は
学
生
時
代
陸
上
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
鍛
え
た
脚
力
を
活

か
し
、
熊
本
南
部
署
で
唯
一
自
転

車
通
勤
を
し
て
お
り
、
２
年
目
と

な
っ
た
今
年
度
も
雨
に
降
ら
れ
よ

う
が
風
に
吹
か
れ
よ
う
が
お
構
い

な
し
に
自
転
車
通
勤
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

分
会
で
は
青
年
女
性
委
員
長
で

も
あ
り
、
青
年
女
性
委
員
会
の
物

販
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
ド
リ

ン
ク
販
売
で
は
、
エ
ス
パ
ー
伊
東

が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

と
い
う
ぐ
ら
い
の
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ

グ
に
ド
リ
ン
ク
を
詰
め
、
自
転
車

で
仕
入
れ
を
行
っ
て
く
れ
る
な
ど

組
合
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
待
つ
ク
ワ
ガ
タ
た
ち
の

空
調
費
等
を
捻
出
す
る
た
め
、
お

昼
は
前
日
に
自
宅
付
近
の
ス
ー

パ
ー
で
購
入
し
た
割
引
弁
当
を
ス

ポ
ド
リ
で
流
し
込
む
と
い
う
生
活

を
送
っ
て
お
り
、
熊
南
署
で
最
も

ス
ポ
ド
リ
を
飲
ん
で
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
、
熊
本
県
で
国
見
岳
に
次

ぐ
２
番
目
の
高
さ
を
誇
る
市
房
山

に
登
っ
た
際
、
末
広
が
り
の
体
重

88
キ
ロ
を
維
持
す
る
某
業
務
総
括

を
尻
目
に
颯
爽
と
登
頂
し
、
前
田

敦
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ひ
ま
わ
り

の
よ
う
な
笑
顔
で
余
裕
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
写
真
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
多
趣
味

な
彼
の
も
う
一
つ
の
趣
味
は
ギ

タ
ー
を
弾
く
こ
と
で
あ
り
、
単
独

の
弾
き
語
り
公
演
を
ご
依
頼
の
方

は
所
属
事
務
所
で
あ
る
熊
本
南
部

分
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
自
転
車
で
行
け
た
ら
行
き
ま

す
。

 （
熊
本
南
部
分
会
：
藤
川
通
信
員
）

能塚官房長官より新元号を発表

松
本
慎
剛
（局）

　

物
価
高
を
上
回
る
所
得
増
加
に
向

け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
２
年
連
続
の

賃
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
未
だ
物
価

高
に
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
状
況
や

異
常
気
象
等
に
よ
る
自
然
災
害
が
続

　

国
有
林
野
事
業
は
一
般
会
計
に
移

行
し
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
私
た
ち
の
職
場
で
は
、
要
員
不

足
か
ら
く
る
業
務
運
営
問
題
、
賃
金

を
は
じ
め
と
す
る
労
働
諸
条
件
の
改

　第96回連合人吉球磨地協メーデー祭典が相良村総合体育館で開催さ
れ、西山執行委員長を含め笹原、東、後藤４名で参加しました。
　今夏の戦後・被爆80年に伴う「次世代につなぐ平和の特別決議」ま
た「次代につなぐ　平和の願い！みんなでつくろう　支え合う社会と
確かな未来を！」のスローガンと共に採択されました。
　約300名の参加に吉村協議会議長が「３月中旬の春闘に伴う賃上げ
に関する回答により昨年を上回り、効果も小企業においても波及して
いる。また夏の参院選について候補者は決まっていないものの「熊本
選挙区での勝利が重要」と２点に絞り挨拶がありました。
　青年女性連絡会松舟委員長よりメーデー宣言文を、「組合があるか
らできる賃上げ行動、労働組合の意義また仲間づくりの推進を」と読
み上げられ、戦後80年特別決議案においても「世界のよりよい未来の
ための行動と平和の誓いを新たに次代につなぐ平和の決議」と採択し、
第１部吉村議長のガンバロー三唱で終演しました。第２部では屋内で
各産別の催し物があり、バザー、ボウリング、お菓子釣り、ストラッ
クアウトなどを楽しみ、屋外には屋台、ミニ SLの乗車会もあり賑わ
いました。 【熊本南部分会：後藤通信員】

　

国
有
林
野
事
業
は
、
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
各
業
務
の
電
子
化
や

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
現
実
は
、
各
種
業
務

が
複
雑
化
し
て
お
り
、
逆
に
、
業
務

量
の
増
加
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

職
員
数
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い

中
で
は
、
各
種
業
務
が
連
携
（
紐
付

け
）
さ
れ
、
人
為
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が

不
要
、
自
動
集
計
に
よ
り
集
計
作
業

が
不
要
と
な
る
と
い
っ
た
、
真
に
効

率
化
・
省
力
化
が
可
能
と
な
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な

業
務
改
善
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
シ

ス
テ
ム
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
全

て
の
職
員
が
対
応
で
き
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
若
年
層
や
中
途
採
用
者
等

入
庁
間
も
な
い
職
員
に
皺
寄
せ
が
き

て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
要
員
問
題
も
含

め
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
み
が
前
進
す
る
よ
う
討
論
に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
有
林
野
事
業
は
、
新
規

採
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

退
職
者
の
増
加
に
伴
う
業
務
量
の
増

加
や
要
員
問
題
に
よ
る
労
働
加
重
な

ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
解
消
に
向
け
、
様
々
な
取
組

の
前
進
と
な
る
よ
う
全
国
大
会
の
討

論
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

善
と
い
っ
た
、
各
種
問
題
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
で

は
、
各
種
シ
ス
テ
ム
が
改
修
さ
れ
る

一
方
で
、
使
用
す
る
側
の
負
担
が
増

し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
、
運
動
展
開
の
方

向
性
を
確
認
し
、
更
な
る
組
織
体
制

の
強
化
が
図
れ
る
よ
う
、
本
大
会
の

討
論
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
松
大
志
（局）

古
村
健
児
（局）

歌
野
国
光
（局）

中
川
秀
樹
（局）

（
全
区
）

（
全
区
）

（
地
区
）

（
全
区
）

（
全
区
）

　

一
方
で
職
場
環
境
を
見
る
と
安
定

し
た
状
況
と
は
言
い
難
く
、
現
状
は
、

必
要
な
要
員
数
が
確
保
で
き
て
お
ら

ず
、
業
務
量
だ
け
が
増
加
し
、
入
っ

た
ば
か
り
の
新
採
や
労
働
条
件
が
盤

石
と
は
言
え
な
い
再
任
用
職
員
に
大

き
な
期
待
を
か
け
る
な
ど
、
一
般
会

計
の
下
で
の
国
の
組
織
と
し
て
は
危

機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
累
積
債
務
問
題
を
は
じ

め
現
場
管
理
機
能
へ
の
不
安
な
ど
、

多
く
の
組
合
員
か
ら
、
将
来
に
対
す

る
不
安
や
不
満
の
声
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
に
対
す
る
国
民
の
期

待
は
益
々
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
国
有
林
に

対
し
て
も
、
各
分
野
か
ら
大
き
な
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
は
新
た
な
制
度
や

法
律
に
基
づ
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
し
い
業
務
遂
行
の
増
加
な
ど
、
そ

の
使
命
・
役
割
は
多
様
化
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
の
職
場
は
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
要
員
不
足
と

増
え
続
け
る
空
席
ポ
ス
ト
な
ど
の
影

響
か
ら
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
担
う

業
務
量
の
増
加
か
ら
、
多
く
の
組
合

員
よ
り
不
安
や
不
満
の
声
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

全
国
大
会
で
は
、
こ
の
間
の
組
合

員
の
声
を
踏
ま
え
、
労
働
条
件
の
改

善
な
ど
諸
課
題
解
消
の
前
進
に
向
け

た
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
、
討
論
に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
組
合
員
の
声
を
基
に
、

要
員
関
連
課
題
や
労
働
条
件
諸
課
題

の
改
善
な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
が

前
進
す
る
よ
う
全
国
大
会
の
議
論
に

参
加
し
ま
す
。

メーデー  次代につなぐ平和の誓い

　

第
21
回
林
野
労
組
定
期
全
国
大
会
が
、７
月
26
日
、東
京
都
内
の
連
合
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

九
州
地
本
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
代
議
員
選
挙
を
公
示
し
、
各
立
候
補
者
か
ら
決
意
表
明
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
掲
載
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
大
会
代
議
員
は
、
全
区
４
名
、
地
区
１
名
（
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
計
５
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
21
回
林
野
労
組
定
期
全
国
大
会

代
議
員
の
決
意
表
明

地区１名

全区４名


